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平
成
2
7
年
1
0
月
2
5
日

（
日
）
狭
山
市
民
会
館
に
て
「
狭
山
市
消
防
団
6
0

周
年
記
念
式
典
」
　
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
小
谷
野
狭
山
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
を
お
迎
え
し
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
団
6
0
周
年
の
節
目
に
合
わ
せ
、
狭
山
市

よ
り
4
3
年
ぶ
り
に
新
国
旗
が
樹
立
さ
れ
無
事
に
更
新
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
発
足
さ
れ
た
女
性
消
防
団
員
の
披
露
も
行
わ
れ
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
進
事
例
と
し
て
小
川
町
女
性
消
防
団
の
寸

劇
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
2
7
年
1
0
月
2
5
日
（
日
）
に
消
防
団
家
族
慰
安
会
が
市
民
会
館
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
受
付
に
て
狭
山
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
お
り
ぴ
ぃ
」
と
全
国
消
防
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
消
太
く
ん
」
が
来
場
者
を
出
迎
え
て
開
場
し
、
ス
チ
ー
ル

パ
ン
バ
ン
ド
「
パ
ン
ノ
ー
ト
マ
ジ
ッ
ク
」
　
の
皆
さ
ん
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
を

楽
し
み
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
終
了
間
際
に
開
催
さ
れ
た
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」

で
は
、
各
分
団
担
当
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
景
品
を
用
意
し
、
日
頃
の
家
族

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
引
き
続
き
、
狭
山
東
武
サ
ロ
ン
に
お
い
て
6
0
周
年
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
は
、
伊
藤
団
長
の
挨
拶
、
来
賓
の
ご
祝
辞
の
後
、
壇
上
に
て
盛
大
な

鏡
開
き
を
行
い
開
宴
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
埼
玉
県
消
防
協
会
第
2
ブ
ロ
ッ
ク
の
団
長
を
は
じ
め
、
O
B
の

皆
様
方
や
、
現
役
の
団
員
た
ち
が
今
ま
で
の
6
0
年
を
振
り
返
り
、

消
防
団
活
動
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
後
の
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堅
持
粁
巨
∴
■
■
　
　
ヾ
、

平
成
2
7
年
日
月
2
8
日
（
土
）
8
時
よ
り
、
相
原
河
川
敷
公
園
内
に
て
消
防
団

最
大
の
行
事
で
あ
る
「
平
成
2
7
年
度
狭
山
市
消
防
団
特
別
点
検
」
が
多
数
の
来

賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
点
検
は
、
小
谷
野
市
長
を
点
検
者
と
し
、
日
頃
の
規
律
あ
る
職
務
遂
行

に
必
要
な
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
、
消
防
ポ
ン
プ
操
法
の
展
示
、
一
斉
放

水
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

点
検
終
了
後
、
点
検
者
の
小
谷
野
市
長
よ
り
「
良
好
」
　
の
講
評
訓
示
を
受
け

ま
し
た
。
点
検
に
併
せ
て
消
防
団
員
な
ら
び
に
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
退
団
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
2
8
年
1
月
9
日
（
土
）
上
奥
富
運
動
公
園
に
て
「
狭
山
市
消
防
出
初
式
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

消
防
出
初
式
と
は
、
年
頭
に
当
た
り
本
市
の
無
火
災
を
祈
念
し
て
消
防
関
係

者
が
一
堂
に
会
し
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
多
く
の
見
学
者
が
見
守
る
な
か
、
消
防
団
で
は
徒
歩
・

車
両
分
列
行
進
、
一
斉
放
水
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
会
場
で
同
時
開
催
さ
れ
た
消
防
フ
ェ
ア
に
お
い
て
消
防
団
ブ
ー
ス
を
設

置
し
、
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
が
記
念
撮
影
、
車
両
展
示
、
団
員
募
集
、

温
か
い
コ
ー
ン
ス
ー
プ
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
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1
2
月
2
9
日
・
3
0
日
の
両
日
、
市
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
新
年

を
迎
え
て
頂
け
る
よ
う
歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
区
に
よ
っ
て
は
大
晦
日
に
神
社
等
で
お
炊
き
上
げ
が
あ
る

の
で
個
別
に
警
戒
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
狭
山
市
全
体
と
し

て
は
右
記
の
2
日
間
で
す
。

今
年
は
小
谷
野
市
長
が
就
任
後
初
め
て
の
市
長
巡
回
に
訪
れ

て
団
員
を
激
励
し
て
頂
き
ま
し
た
。

各
分
団
は
車
庫
ご
と
に
賄
い
を
作
り
、
深
夜
ま
で
管
轄
地
域

を
警
戒
し
ま
し
た
。

第
二
分
団
第
一
部
は
主
に
入
間
川

地
区
の
八
町
内
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
月
二
回
の
訓
練
の

ほ
か
に
地
域
の
行
事
へ
の
参
加
、
警

戒
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
各
自
治

会
の
方
と
も
密
に
連
絡
を
取
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、
消
防
操
法
大
会
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
な
ど
で
優
勝
や
入
賞
を

多
数
獲
得
し
団
結
力
は
抜
群
で
す
。

訓
練
後
は
、
上
下
関
係
な
く
色
々

な
話
を
し
て
笑
い
声
が
絶
え
ず
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
一
緒
に
集
い
助
け

合
う
、
と
て
も
仲
の
良
い
小
屋
で
す
。

3
月
1
3
日
（
日
）

新
入
団
員
説
明
会

4
月
3
日
（
日
）

入
団
式
・
辞
令
交
付
式

6
月
5
日
（
日
）

水
防
工
法
訓
練

8
月
2
7
日
（
土
）

防
災
訓
練

全
て
の
記
事
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
狭
山
市
役
所
市

民
部
防
災
課
ま
で
。

0
4
　
（
2
9
5
3
）

第
二
分
団
第
二
部
は
鵜
の
木
地
区
を

管
轄
し
て
い
ま
す
。
地
域
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
、
日
々
の
防
災
活
動
は
勿

論
、
自
治
会
の
行
事
な
ど
に
も
団
員
が

一
致
団
結
し
て
取
り
組
み
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
も
仲
の
良
い
小
屋
で
す

団
員
数
が
減
少
傾
向
で
す
。
鵜
の
木

地
区
に
在
住
、
在
勤
の
方
で
夜
間
訓
練

に
体
験
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
は
狭
山
市
役
所
市
民
部

防
災
課
へ

◇
広
報
委
員
会

委
員
長

第
一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

第
六
分
団

第
七
分
団

統

　

括

栗
原
島
村
岸
本
指
田
市
川
栗
原
細
田
泣
谷
粕
谷

大
輔
利
浩
腎
二
郎

太敏
之
忠
寿

憲
一
友
章
紀
仁


